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国立感染症研究所
井上 智

狂犬病の体制整備強化の歩み
予防対策事業に係わる成果について

令和２年度狂犬病予防業務担当者会議 （Youtube 動画配信／資料：厚生労働省HP掲載）
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北里大学 客員教授
宮崎大学 客員教授
岐阜大学 客員准教授

徳島県動物由来感染症検討委員会
狂犬病臨床研究会
日本獣医疫学会

最近の話題
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2030年までにイヌの
狂犬病で死亡するヒト
をゼロにする！

2018年

WHO / OIE / FAO

GARC
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⚫ 国と地域の計画的な監視

⚫ サーベイランスの強化

⚫ データ収集と分析法の改善

⚫ 人と動物の報告を統合して
データを共有

⚫ 犬の狂犬病で死亡する患者
をゼロにする。

持続的な取組（SDGs）

様々な利害関係者の参加と協働

2018年

狂犬病はワンヘルス実践の
モデル感染症である！
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Rabies,

a preventable zoonotic 

disease, is a good 

indicator of a successful 

health system and a 

model for “one health” 

collaboration.
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忍び寄る課題
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新しいリッサウイルスの報告
Viruses 2014, 6(8), 2974-2990; doi:10.3390/v6082974
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2014 年：スリランカ

2016 年：台湾

2017 年：台湾

オーストラリア

アジア

アフリカヨーロッパ

https://dx.doi.org/10.3390/v6082974
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清浄地域にも野生動物の狂犬病が侵淫

09

Photo by Bat Conservation Society of Taipei

和名：アブラコウモリ （家蝙蝠）
英名：Japanese house bat

学名：Pipistrellus abramus

台湾のコウモリに狂犬病発見
新型のリッサウイルス！

台湾のイタチアナグマに狂犬病
100年前から侵淫！

2013 July 25 Thu

2013

2016
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全ての

リッサウイルスに

よる感染症を

狂犬病とする。

2018年
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狂犬病のサーベイランス
野生動物調査

12

狂犬病の体制整備

12

振り返り
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狂犬病予防法の改正（1999）

※ 動物検疫の対象動物を追加

犬

＋

猫
あらいぐま
きつね
スカンク

FROM THE LANCET Infectious Diseases Vol 2 June 2002

！
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⚫ 偶発的な事例への対応を
どう準備するとよいのか

⚫ 具体的にどう連携すれば
（動けば）いいのか…
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⚫ 狂犬病国際シンポジウム（2000）

（米国ハワイ州危機管理プラン）

飼育犬への対応

- ワクチン接種 ６万頭

- 致死処分 ２，５００頭

暴露後のワクチン接種者 １３１人

狂犬病と診断された動物 ２７頭
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1967

狂犬病が疑われた場合の対応

○ 狂犬病対応ガイドライン２００１
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狂犬病が確定した後の対応

狂犬病対応ガイドラン２００１（発生の報告と検査）
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狂犬病の発生に

備えた準備

18
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狂犬病対応ガイドラインに基づいて行われる
自治体のマニュアル作成と模擬訓練

⚫ 探知

⚫ 調査

⚫ 初期対応

⚫ 診断

⚫ 発生対応

⚫ 終息対応

① 対応と役割の確認

② 課題の抽出

19

徳島県

20
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⚫ 2004年 徳島県 動物由来感染症対策検討会

医師会・獣医師会・専門家・行政 ⇒ One Health

⚫ 2006年 岩手県 狂犬病の危機管理研修（東北三県）

本庁・検査、獣医臨床 ⇒ One Health

⚫ 2006年 滋賀県 机上演習 ／ 狂犬病の発生を想定

狂犬病の発生に備えた机上訓練と演習

21

滋賀県 机上演習 ／ 狂犬病の発生を想定 （2006年）

1） シナリオ時系列 （マニュアルに沿った時系列の簡易版）
2） シナリオ留意事項
3） 机上演習記者発表シーン
4） 研修質疑応答 （研修後の質疑応答のまとめ）
5） 研修課題整理 （研修を踏まえ、県のマニュアルについて課題整理）

※全国動物関係事業所協議会研修会で机上演習発表 （2007年度）

----------------------------
滋賀県県民文化生活部
生活衛生課食の安全推進室

○ 研修課題整理

１．臨床症状で狂犬病を疑う基準の明記

２．「疑狂犬病発生対応会議」の必要性

３．公表の時期

４．県内での解剖および検査体制の整備

５．職員の暴露前ワクチンの接種

６．検診、注射に協力してもらう開業獣医師の身分

７．防疫地区の犬の一斉検診、未注射犬への注射の実施方法

８．狂犬病を疑う犬に咬まれた動物への対応

９．防疫区域の指定方法

10．犬以外の動物の捕獲および薬殺についての検討

11．ねこの捕獲依頼に対する対応

12．終息宣言の目安

13．その他、資料の作成

22
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⚫ 2004年

狂犬病の実態と対策の現状調査

23

体制整備の強化を支援（2006年～2013年）

⚫ 狂犬病-男児症例の記録・学術映像

⚫ 犬狂犬病の症状と臨床診断方法

⚫ 狂犬病検査のネットワーク構築

⚫ 狂犬病の解剖手技・骨切断モデル

⚫ 狂犬病検査に必要な解剖の方法

24
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山形県

東京都

愛知県

京都府

徳島県

広島県

長崎県

動物由来感染症レファレンスセンター
地域ブロック／衛生研究所 地方自治体（公衆衛生部局）

動物管理センター衛生研究所

健康増進課等

病原体検査

患者の対応

生活衛生課等

感染源動物
（捕獲・解剖）

市民の相談

保健所

検査対応と連携（患者と感染源動物）

➢ 協力研究者：

⚫ 狂犬病臨床研究会（佐藤 克）

⚫ モルフォバイオ（千葉 操、志村 薫）

⚫ ネオ・ベッツVR（川田 睦、王寺 隆）

⚫ 日獣大（織間博光、長谷川大輔）

⚫ 兵庫県（沼田一三、川島 朗）
⚫ 東京都（宗村佳子）
⚫ 徳島県（西條和芳、矢野さやか）
⚫ 岩手県（高橋朱実）
⚫ 富山県（堀元栄詞
⚫ 千葉県（小川知子、明石 誠）
⚫ 鳥取県（松本尚美、木山真大）
⚫ 島根県（川瀬 遵）

狂犬病の診断技術向上のための解剖手技習得
モデル教材の開発に関する研究

株式会社 モルフォバイオイメージング研究所

〒223-0061神奈川県横浜市港北区日吉2-19-32

☎番号045-563-6851 ファックス番号045-563-6851

E-mail ksaito@morpho-bil.com

URL   http://www.morpho-bil.com/ 26

mailto:ksaito@morpho-bil.com
http://www.morpho-bil.com/
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医師・獣医師による届出

➢ 狂犬病を臨床の現場で疑う力！

狂犬病を鑑別に置いた臨床対応が、
疑い患者と患畜を見逃さない！

29

狂犬病 - 男児症例の記録・学術映像
犬狂犬病の症状と臨床診断方法

30
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アキテーヌにおける犬狂犬病の輸入事例 (2004)
An imported case of canine rabies in Aquitaine:

Investigation and management of the contacts 

at risk, August 2004-March 2005

Euro Surveill. 2005;10:222–5

In August 2004, a case of rabies was diagnosed in a 

puppy that had been illegally imported from Morocco 

to Bordeaux (France). 

One hundred and eighty seven people received post-

exposure treatment, eight of whom also received 

serovaccination, and 57 animals known to have been 

exposed to the puppy were tested. 

Six months after the death of the rabid animal, none 

of the people treated showed any signs of rabies, nor 

was any secondary animal case reported. …

32

2004
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◎

33

※ 輸入狂犬病が、初発犬から、伝播２頭目で摘発されたフランスの事例（2008）を検討

動物種

対象

検査手法

報告

集計

狂犬病発生前（現在） 発生後

犬 野生動物

対象A

行政検査 調査研究 行政検査 調査研究

手法紹介（検査手技・情報収集）

報告様式に則り、検査結果を報告

厚生労働省が集計し、分析・公表

犬 野生動物

行政検査
範囲が拡大！

？？

行政検査
範囲が変化？

（猫） （猫）

対象B 対象C 対象A 対象B 対象C 対象A 対象B 対象C 対象A 対象B 対象C

① 犬の検査対象範囲は確実に拡大。
② 国内での発生状況によっては、

対策を講じる野生動物の範囲は
変化（拡大）。

34
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アキテーヌにおける犬狂犬病の輸入事例 (2004)

 事案の終息 ＝ 6か月

 清浄化宣言 ＝ 2年間

35

動物に狂犬病が発見されたら

✓医療・獣医療 （咬傷被害者と加害動物）

✓地域での調査 （監視／サーベイランス）

✓健康危害防止 （飼育犬等の管理を徹底）

36

事案の終息に必要な対応
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狂犬病を確定した場合の対応

○ 狂犬病対応ガイドライン２０１３

37

狂犬病ガイドライン2001

（対応のフローチャート）

発見 終息
狂犬病ガイドライン2013

38
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狂犬病の発生から清浄化までの流れ

狂犬病対応ガイドラン２０１３

39

危機管理対応（概念図）

40
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未感染

ウイルス非排出期間

ウイルス排出期間

被咬傷犬 １

狂犬病
と診断

けい留・観察などの検査
により確認

咬傷犬が検査陰性又
は咬傷後2週間以上

生存ならば被咬傷犬は
非感染

第一発見
の発症犬

咬傷（非感染）

咬傷（非感染）

咬傷（感染？）

咬傷（感染？）

被咬傷犬 ２

被咬傷犬 ３

被咬傷犬 ４

？ ？
？

非感染

非感染

潜伏期間※発症期間※※

※潜伏期間
０．５～２か月程度が多い
ウイルス排出は発症前４日頃以降が多い
なお、潜伏期間は、行動の異常はみられず、
咬傷事故も少ないと考えられる。

※※発症期間
通常10日以内に死亡（15日を過ぎることは希）

○前駆期や麻痺期の犬は、咬むことによる感
染・媒介
リスクは狂躁期ほど高くない。

注）被咬傷犬・・・犬以外の動物も有りうる

接触動物調査のイメージ

41

10日間の観察

42

咬傷犬診断における患者への暴露後ワクチン接種の判断
犬、猫、フェレットについて可能
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狂犬病の特徴：感染から発症までの潜伏期間

潜伏期間 発症の期間

（1＜D＜10）

ウイルス排泄期間

3-5日※ 無症状

※ 死亡

狂犬病臨床研究会・特別研修会

※ 感染

多くが 0.5 - 2ヶ月

43

狂犬病を発症した動物は
死亡する！

44

注意！
10日間の観察を利用した
咬傷患者に対する
暴露後ワクチン接種の判断は、
野生動物の臨床経過については、
十分な知見がないため、
行わない。
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2013年に狂犬病清浄地域と考えられていた台湾で野生動物での狂犬病の流行が報告
され、2014年に厚生労働省健康局結核感染症課（厚労省）から「国内動物を対象とした
狂犬病検査実施について：平成26年8月4日健感発0804 第1号」が都道府県・保健所設
置市・特別区衛生主管部（局）長宛通知された。

清浄地域に野生動物の狂犬病が侵淫していた

93年～113年前に、イヌ由来ウイルス株が、
イタチアナグマ株として定着していた！

45

清浄国においても

必要な対応と準備

46



24

国内動物の狂犬病調査の方法

○ 動物の狂犬病調査ガイドライン

47

● 調査結果の記録と報告

● 国で集計・分析された調査結果の自治体への提供の方法

速やかに探知、対策を実行できるシステムを構築。

狂犬病の発生がない状況下において、

また、発生後の清浄化状態の確認において、

国内に狂犬病の発生がないことを

積極的に証明できることとなる。

『動物の狂犬病調査ガイドライン』

48
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犬 と 野生動物 の 狂犬病調査 実施する対象動物の分類

A

B

C

49

50
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狂犬病の発生を想定した演習と技術研修

課題を明確化にして
ロードマップを修正

52
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H27 岩手県

H29 栃木県

H29 愛知県

H28 富山県

H27 京都府H27 広島県

H27 徳島県

H28 宮崎県
(H29,H30,R1,R2 実施）

R1 北海道

• 平成27年から、各地域毎に、検査実習を開催。

• スケジュールは、基本一泊二日で、脳出しをメインとし、

染色を含めた検査の一連の流れについて体験。

その他、外部講師による講演を開催。

• 検査技術と解剖に使用する教材を国から一式提供。

狂犬病予防業務ブロック技術研修会

53

体制整備強化に係る近隣自治体との情報共有
※体制整備状況の把握と検討

頭部解剖と脳の取り出し（ バイオセーフティ ）

• 現行の体制整備で想定した発生時対応
• 事案の終息に向けたロードマップ把握
• 発生を想定した自治体関係部局の役割
• 発生時の対応に必要な関係機関の連携
• 現行の体制整備について課題を明確化

脳の塗抹標本作成と抗原の検査 （蛍光抗体法）

狂犬病予防業務地域ブロック技術研修会（概要）

◇ 2016年にワールドカフェ形式を導入（対話・気づき）

54
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演習と訓練（目的の明確化と技術向上）

ワクチン接種機関確保（ヒトの発症予防）

動物検体確保（疫学／経緯と接触調査）

バイオセーフティ（防止／感染と汚染）

・移送
・解剖
・採材
・検査
・除染

55

狂犬病疑い動物の検査の流れ

発
見

捕
獲

保
護
・
観
察

・死体の場合

・生体の場合

発
見

死
亡
・
殺
処
分

移送

移送

解
剖

報
告

検
査

56
作図：堀田明豊
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・基準微生物実験技術

・個人用防護具 Personal Protective Equipment (PPE)

解剖施設と術者のバイオセーフティ

ディスポキャップ

フェイスマスク

ディスポマスク

ディスポガウン

ゴム手袋（二重）

長靴またはディスポの靴カバー

57

⚫ 2015年度 東北地域（5県6市）、近畿地域（2府2県10市）

中国地域（5県5市）、四国地域（4県6市）

⚫ 2016年度 北陸地域（4県3市）、九州・沖縄地域（5県4市）

⚫ 2017年度 中部地域（5県9市）、北関東地域（4県11市）

九州・沖縄地域（5県1市）

⚫ 2018年度 九州・沖縄地域（6県4市）

⚫ 2019年度 北海道地区（1道3市／動物検疫支所）

九州・沖縄地域（5県2市）

⚫ 2020年度 九州・沖縄地域（リモート開催）

狂犬病予防業務地域ブロック技術研修会

延べ117自治体

58
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狂犬病の発生を想定した演習の取り組み

課題を明確化にして
ロードマップを修正

59

宮崎県と宮崎大学による官学連携の試み
宮崎大学 人獣感染症教育・研究プロジェクト

✓ 大学と連携した地域ブロック研修の強化（施設利用と継続性）

✓ 教育手法の活用：ワールドカフェ形式の演習を導入

• H28年度のブロック技術研修会より採用。

• リラックスした雰囲気の中、設定したテーマにつ
いて少人数でのディスカッション。

• 各自治体における狂犬病対応マニュアル作成
のきっかけ、見直しに有効。

演習：ワールドカフェ形式

60
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※1995年、アメリカで生まれた方法

意見を述べやすい少人数 （4人） で、主体的、能動的に
学び、かつ、多様なアイデアを、グループ間で共有する参加型
の思考法。

（例） 狂犬病の体制整備

61

「第４回九州沖縄地区狂犬病診断研修会」アンケート集計結果

参加者数：１５名（アンケート回答者数１０名）

✓ 体制整備の課題が明確になった。
✓ 危機意識を持つことができた。
✓ 体制整備の必要性を理解できた。
✓ 現状を他府県と共有することができた。

選択５

100％

62
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国内動物を対象とした狂犬病検査状況

⚫ 平成26年度 (2014)： 11自治体（ 74検体）

⚫ 平成27年度 (2015)： 24自治体（109検体）

⚫ 平成28年度 (2016)： 14自治体（ 62検体）

⚫ 平成29年度 (2017)： 22自治体（ 55検体）

⚫ 平成30年度 (2018)： 16自治体（126検体）

⚫ 令和元年度 (2019)： 11自治体（ 83検体）

✓ 対象動物：犬、ネコ、タヌキ、アライグマ、コウモリ等
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メッセージ

気付き
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想定していますか？

医療・獣医療において狂犬病を疑うこと

疑い動物検体の解剖と確認検査

接触者と疑い動物の暴露調査

暴露後ワクチン接種の確保

犬 (猫) への感染拡大防止（管理：登録と予防接種）

野生動物を視野にいれた調査

65

※ ガイドラインが機能するための準備

清浄国であり続けるために

疑うためのトリアージ
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体制整備で強化
SDGs

67

⚫正しく疑う 臨床

⚫迅速な対応 行政

⚫市民の啓発 教養

狂犬病疑い動物への対応

68
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世界狂犬病デー2020 ウェブセミナー
狂犬病臨床研究会 10.4

2002年～

https://www.jrabies.org/

69

狂犬病を正しく疑うために

⚫ 発生を想定した準備

⚫ 疑って、気づく力

⚫ 探知（サーベイランス）
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狂犬病のない国であり続けるために

71

自治体における狂犬病体制整備のロードマップ
（ガイドラインに基づいた対応）

死亡or異常行動

を示す野生動物
のモニタリング
検査を実施でき
る

野生動物に関する情報を入手
できるよう、環境部局等との
ネットワーク構築

獣医師から狂犬病疑い犬につ
いて情報キャッチ→検査を実施
できる

収容中に神経症状等、異常を
示した犬・猫を検査できる

咬傷事故後、観察中に死亡した犬を検査できる
（咬傷事故を把握できるシステムになっている
か）

動愛センター・地衛研等で検査
（直接蛍光抗体検査 or PCR）が
できる

動愛センター等で犬の脳出し
ができる

必須到達目標（案）

理想的到達目標（案）
国内野生動物で狂犬病が発生
した場合は、このレベルまで求
められる

標準到達目標（案）
国内犬で狂犬病が発生した場
合は、このレベルまで求められ
る（狂犬病対応ガイドライン
2013に基づく対応）

自治体における検査体制と到達目標（案）

医・獣医療

環境等

獣医療

7

6

1

5

4

2

3
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ご清聴ありがとうございました。

本発表では狂犬病対策に携わっている国や自治体の狂犬病担当者、
狂犬病に関心の高い医師・獣医師、大学・研究機関の専門家、

海外の共同研究者等との成果を取りまとめました。

関係者各位に深謝致します。
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